
               

 

 

 

（お知らせ） 

生物多様性センター冬休み特別企画 

「富士北麓の生きものたち」、「生きている化石」の実施について 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１．概要 

 「富士北麓の生きものたち」の展示では、秋から冬にかけて富士北麓地域で

見ることのできる哺乳類や鳥類、昆虫、植物についてわかりやすく展示・解説

しています。ハチクマなどの渡りをする猛禽類の剥製や、ツキノワグマやニホ

ンカモシカなどのさわれる剥製、実寸大の足跡と自分の手足を比べられるコー

ナーなど、見るだけでなく実際に触って学べる展示を行っています。 

また、「生きている化石」の展示では、太古の昔から姿形を変えずに生きて

きたとされる生物について、日本に生息する生きた化石の標本（ムカシトンボ

やアマミノクロウサギなど）を中心に展示を行っています。今回初公開のタカ

アシガニの標本など見どころ満載の展示内容となっており、ヤマネコシールや

アニマルクリップなどの景品がもらえるクイズラリーも同時開催中です。展示

に隠されたヒントを頼りに全問正解目指してチャレンジしてみてください。 

冬休み特別企画展でしか見ることのできない貴重な標本が間近に見られるこ

の機会にぜひご来館ください。 

平成 27 年 12 月 18 日（金） 
環境省自然環境局生物多様性センター 
代表：0555-72-6031 
直通：0555-72-6033 

センター長：中山 隆治 （内線：111） 

担  当：椎葉 美香  （内線：214） 

横倉 啓    （内線：204） 

生物多様性センターでは、冬休み特別企画として「富士北麓の生きものたち」、

「生きている化石」の展示を新たに開始しました。富士北麓地域で観察すること

のできるニホンカモシカやハチクマ（タカの仲間）などの標本や、太古の昔から

姿形を変えていない「生きた化石」とされる生物について、展示・解説していま

す。生きた化石の一つとされるタカアシガニなど、生物多様性センター初公開の

標本も特別展示中です。この機会にぜひご来館ください。12 月～3月の冬季期間

中は平日のみの開館となります。（入館無料、開館時間：9：00～17：00） 

詳細はこちら : http://www.biodic.go.jp/event/2015/minikikaku2.pdf  

 

 



               

 

 

 

２．展示会場案内 

 

（１）会  場  環境省自然環境局 生物多様性センター 

山梨県富士吉田市上吉田剣丸尾 5597-1 

http://www.biodic.go.jp/ 

（２）開館時間  9:00～17：00 

（３）休 館 日  冬季期間（12 月～4月の土日祝日） 

年末年始（12 月 29 日～1月 3日） 

※年内は 12 月 28 日（月）まで開館、年始は 1月 4日（月）から開館 

（４）入 館 料  無料 

 

連絡先 

環境省自然環境局生物多様性センター 

〒403-0005 山梨県富士吉田市上吉田剣丸尾 5597-1 

TEL：0555-72-6033 FAX：0555-72-6035 担当者：椎葉・横倉 

 

＊ 関連 Web ページ http://www.biodic.go.jp/center/tenji.html 

＊ 生物多様性センターでは、トキやイリオモテヤマネコなどの希少野生動植物

種をはじめ、散逸のおそれのある重要な動植物標本を収集して標本収蔵庫に保

存し、調査研究に役立てています。収蔵標本のうち、一部の標本については一

般公開を行っており、貴重な標本を間近に見ることができます。 

 

３．展示風景 

 



               

 

 

 

  

   

 

 


